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♦正し < ををにお使いいただ < ために、ご使南前にこの 
『取圾説明書』をよ < お読み < ださい。 

♦特に、「を全上のごま意」は、必ず読んで正し < お使い< 
ださい。ご使南中にむか6ないこと不具含び生じたと 
きにお役に立ちます。 

♦お読みになつた後は、お使いになる方がいつでわ見6れ 
るところに『な証書』とともに必ずな巧してください。 


保証書別添 


♦この取®説明書は、再ち紙を使用しています。 


株式会社富±通ゼネぅル 











































を部の名前 詳しくは C 


) 内のぺージをご覧<ださい。 


ぶ凍室 

フリ—ジンヴコ—ナ— • ‘12 
フリーザー相0……に 
(運搬巧とつ手 

ぶ凍室溫關踰ダ仆ル "ll 

製氷皿 . 12 

辟氷箱 . 12 

/• p 喊を 

チルド室 . 13 

庫内の . 3 

チルドき SllillB ダイれレ "11 
ぶ廚ま溫度臟ダイトル "11 

ク U — ン棚 . 13 

スリーアクシヨン細..13 


野菜室 


野菜ケース . 14 

ボトルストッパー. .14 
ボトルヴポータ—14 


果物ケース 


14 


調節用前脚 


据付けを安定さだるための 
ネジです。高さを調節して 
やや前上び気巧に据え巧 
けると、ドアび閉ま ij やす 
<な IJ ) ます。 





ぶ凍室 

フアンスイツチ 

ドアを閉めると自動的に 
フアンび回って、を気び循環 
します。 

ドアパッキンヴ"化 
フリーザーポケット "12 

か物食品やケース類を収納 
でさます。 


、な^:^ 

/ 。喊を 
-フリーポケット • 
-ボトルポケット（か） 

-ボトルポケット（大） 
ドアパッキンヴ • 
-ボトルストツパー 
-庫内なスイ ツチ 


蒸発皿（背面下部） -16 


霜取りでとけた水びここに 
集まり自動的に蒸発します。 



このぶ蔵庫は家庭用ぶ蔵庫です。 

使い方のはげしい業務巧としてご使巧になると、;ちえにくくなる場含びあリますので業務巧としては不向きです。 
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上手に即電するために 

ぶ商庫は家庭でいちばん電気を使います。毎日のちよつとした也がけで、電気げに大きく差がつきます。 


•ドアの開閉は少な<! 

開けた6素早<閉め、開閉の回数を減6しま 
しょ弓。 

•ぶやし過ぎないよラに！ 

「強」にした温度調節は忘れずに「中」に戻し 
て < ださい。 

•半ドアに気をつけて！ 

ドアはしっかりと閉めてください。 

\_ 

•熱いものは;ちましてか6 ! 

麦茶やスープなど、熱いわのは室温程度に;を 
ましてか6入れてください。 


このようなとまは 


停電のとき-停電が予告されたとき 

• ドアの開閉をなるべく少なくしてください。 
♦新たな食品を入れるのは避けてください。（庫內 
の温度び上び IJ ます） 

参停電の1〜2時間前に、巧凍室温度調節を「強」 
にし十分に;ちやしてください。 

参氷をた<さんつ<り、容器に入れて巧蔵室の上 
段の棚に入れておさますと、 

巧蔵室の食品の温度び上び 
りに<<なります。 



塗装面にキブがついたときは 

サビ防止のために早めに処理してください。 

参かさな傷はシールを貼る。 

♦大きな傷は防水性の壁紙をおる。 

なお、ヴビび出て いたら 、紙わスリでサビを落とし 
てか6貼ってください。 

广 crv 



庫内灼を交換するとき 

1 ) はじめに必ず電源プラヴを巧きます。 

2 ) 庫内灯たバーをはずし、新しいものと 
交換します。庫内なは、 110 V 、10 W 
□金 E 1 2巧蔵庫巧電球を販売店より 
お買いホめ < ださい。 


庫内な 


若 


長時間お使いにな6ないときは 

参カビび生えたり、臭いびつかないよラに庫內を 
きれいに清掃し、2〜3曰間ドアを開けて乾燥 
さだて < ださい。 



ぶ蔵庫を廃棄処分するときは 

•ドアパツキンヴをはずしてください。 （16 ぺージ 
對、負） 

参一時的に使巧を中止して放置するとさは、木片な 
どをドアと本体の間に貼リイ寸け、テープで固定し 
てドアび閉ま6ないよラにして<ださい。 

♦幼児び遊ぶところに放置しないで < ださい。 

♦幼児び閉じ込め6れると 
大変を検ですので、ち図 
のよラな処理をしてくだ 
さい。 


電源ブラヴを一度巧いたときは 

♦すぐに差込むと機械にムリびかかりが障の原因 
になります。 8巧 W 上たつてか6再び差し込ん 
で < ださい。 




ご使用前に 
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安を上のごミ主意 

♦ご使巧前に、この「を全上のご;'主意」をよくお読みの5え、正しくお使いください。 
♦この項目は、いずれもまをに関する内容ですので、必ず守って<ださい。 


♦表示内容を無ネ見して誤った使い方をしたとさに生じるを喜り損善の程度を次の表示で区分し、意ほは次の 
よ5になつています。 


A 警告 

取あいを誤った場含、使巧をが死亡または重傷を負5可能性が想定されるもの。 

、心 主意 

取あいを誤った場含、使南をが傷害を負5を陵が想定されるものおよび物的損喜のみの 
発ちび想定されるもの。 J 


♦お守りいただく内容の種類を次の表示で区巧し、意ほは次のよ5になつています。 


'絵表示について （下記は-例です。） 

Q 

禁止 

巧解禁止 

鐵 

難 

巧邮禁止 

〇記号は、してはいけない「禁止」内容です。 

記号のやが巧くの給は具体的な禁止内容を表しています。 

〇 

化ず実施 

@ 

アース 線 
接続 

i } S < 


♦記号は、必ず実行していただ<「強制」内容です。 
記号のやが近くの絵は具体的な指示内容を表しています。 


A 警告 


15 A W 上のコン它ントを単独で使用してく 
ださい。 


〇 

必ず実施 



他の器具と併用した分岐 
コン亡ントは異常発熱し 
て発义の原因となます。 


電源は交流1 00 V 専用コン它ントを使用し 
てください。 



100 VW 外の電源は义災 
や感電の原因にな IJ ) ます。 


電源プラヴにホコリが付着していないか、 
乃タツキのないよラにプラヴの巧を根元ま 
で差し込んでいるか、確認してください。 


電源プラヴはコードが下向きになるよラに 
差し込んでください。 


〇 

必ず実施 



ホコリびをく付着してい 
たり、差し込か方びす完 
をな場合は、义巧•感電の 
原因とな IJ ます。 


〇 

おず実施 



逆に差し込むとコードに 
無理びかかリ、ショート- 
過熱し、感電•発义の原因 
とな IJ ます。 


巧震などによる転倒防止の処置をしてくだ 
さい。 


アースを確実に巧り付けてください。特に水 
気や湿気のある巧に据付けるときは必ずアー 
スエ事をしてください。 （8 ぺージ参照） 


「0。 


〇 

必ず実施 



巧蔵庫び倒れてケガの原 
因とな IJ ) ます。 



接続 


アースをしまだんと漏 
電-感電の原因となリま 
す。アースエ事は、販売店 
にご柜談ください。 
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A 警告 


電源コードや電源プラヴが傷んだり、コン 
它ントの差し込みがゆるいとまは使用しな 
いでください。 




感電•シヨート’発义の原 
因とな u ます。 


電源コードをち商庫の脚や家具などで踏ん 
だり、巧し巧けたりしないでください。 


Q 

禁止 



電原コードび傷ついたリ破 
損したリして漏電や過熱- 
発义の原因と な 1：) ます。 


電源コードを加工したり、無理に巧げたり、 
引つおつた IJ 、 ねじった IJ 、 たばねた IJ しな 
いでください。 


煙が出たり、変な臭いがするなど異常を凳 
見した6すぐに電源プラヴをコン它ントか 
6巧いてください。 


0 

禁止 



電源コードが破損し义災 • 
感電の原因とな u ます。 



煙び出なくなるのを確認 
して、販売店に修理を巧 
頼してください。 


お手入れの際は、必ず電源プラヴをコン它 
ントか6巧いてください。 


電源プラヴを巧くときは、コードを持たずに 
必ず電源プラヴを持って巧いてください。 


C 


S ?' 



また、めれた手でがさ差 
ししないでください。感 
電. シヨー トの原因とな 
ります。 




惑 



コードを引っ張って巧く 
とコードやプラヴを傷め 
て、义巧•漏電の原因とな 
ります。 


庫内灯を交換するとまは、必ず電源プラヴ 
を巧いてか6おこなつてください。 

(3 ページ参照） 


長期間ご使用にな6ないとまは、必ず電源 
プラヴをコン它ントか6巧いてください。 


C 


2i< 



巧かずに作業すると感電 
の原因とな u ます。 


C 


惑 



そのままにしておさます 
と絶縁び悪<なり感電， 
漏電-义災の原因となり 
ます。 


乃ス漏れがあつたときは、ち商庫やコン它ントには手を触れないで、窓を開けて換気をよ 
くしてください。 



必ず実施 


巧蔵庫の電源プラヴを巧いたりすると、スパークにより引义爆発し、义災•义傷の 
原因とな IJ ます。 


ご使用前に 
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A 警告 


湿気のるい巧や水のかかる巧への設置は避け 
てください。 



水めれ 
禁止 


漏電の原因となります。 
水気のをい巧へ設置する 
とさは必ず漏電遮断器を 
設置してください。 


上に水を入れた容器を置いたり、水につけ 
たり、水をかけたりしないでください。 



7 難れ 


こぼれた水で絶縁を悪く 
し、漏電义お•シヨート • 
感電の原因となリます。 


上に重量物やで安定なものを置かないでくだ 
さい。 


ドアにぶ6さがったり、引き出し扉に乗った 
IJ しないでください。 


0 

禁止 



ドアの開閉で落下しケガ 
の原因とな1：)ます。 



禁止 


倒れたり、手をはさんだ 
ij してケガの原因とな u 
ます。 


揮発しやすく引义性のものや、可燃性スプ 
レーは、そばで使用したり、中に入れたりし 
ないでください。 


医薬品やぎ術資料は入れたりしないでくだ 
さい。 



電気接点のスパークで引义 
爆発や义巧•义傷の原因と 
なます。 



家庭用を蔵庫は、温度管 
理び厳しい物は保ちでき 
まだん。 


己女造しないでください。また、サービスマン 
W タトの人は分解 • 修理をしないでください。 


ぶ商庫を廃棄処巧するときは、ドアパツキ 
ンヴをはずしてください。 （16 ぺージ参照） 


還) 

巧解禁止 




ジ^^^ 


ろ义巧•感電-ケガの原因 
となります。修理はお買 
ク上げの販売店または当社 
ヴービス窓□にご柜談く 
ださい。 



おず実施 


幼児が閉じ込め6れ、事古女 
の原因とな IJ ) ます。 


ドアをいきおいよく開け放したり、開けたドアによりかかつたりしないでください。 


♦寒 

示 



ドアの破損-脱落により、ケガの原因となります。 
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A 注意 


調節用前脚を回すときは、ち蔵庫を少し後方 
に傾けてか6回してください。 


〇 

必ず実巧 




後方に傾けないで回すと、 
巧がを傷つける原因とな 
ることびあ1：)ます。 


ドアを閉めるときは、とつ手を持って閉め 
てください。 


〇 

必ず実施 



ドア及びヒンジ卽付近を 
持って閉めると、指をは 
さんでケガをする原因と 
なることびあ1:)ます。 


据付けるとまは、巧が丈夫で水平な巧へ設置 

してください。 じゅうたん、畳、フ□-リ 

ンヴ、塩化ビニール製の 
巧がなどに据なけるとさ 
は、丈夫な板を敷いてく 

0 . たさい。直接、据付けると 

$測こよるケガや、刷 
の変色の原因となること 
必ず実施 びあります。 



移動 • 運搬をするときは、庫巧の貪品を日又り 
出して製氷皿の水を捨て、蒸発皿の水を巧い 
てください。 （8 ぺージ参照） 


そのまま運搬すると食品 
び傷んだり水びこぼれて、 
味巧び変色する原因とな 
ることびあ IJ) ます。 



運搬するときは、背面の運搬用とつ手と底面 
の調節用前脚に確実に手をかけて運搬してく 
ださし、。 (8 ぺージ参照） 


ほかの所を持つて運搬する 
と手びすべってケガの原因 
となることびあ IJ) ます。 


貪品を収納するときは、細より前にはみ出 
さないよラに入れてください。 



◎S\ 



禁止 


はみ出しているとドアび 
閉ま6な<なつた IJ)、 ポ 
ケツトのビンなどび割れ 
てケガの原因とな IJ) ます。 


臭った IJ、 変色した食品は食べないでください。 


0 

禁止 


了 


腐敗により、病気の原因となることびあります。 


ぶ凍室にビン類を入れないでください。 



中身び凍って割れ、ケガ 
の原因となることびあ IJ 
ます。 


傷つまやすい巧の上では、ぶ商庫下部の 
キロスター(車輸）は使用しないでくだ 



巧を傷つける原因となる 
ことがあらます。 


ち凍室内の食品や容器（特に金属の电の） 
には、めれた手で贼6ないでください。 


ち商庫の底面には、手を入れないでください。 



巧酷禁止 


あ IJ ます。 


0 

巧邮禁止 




巧蔵庫の底面には機械 
部巧びあリ、ケガの原因 
となることびあ1：)ます。 


ご使用前に 





































































次のよ 5 なことにごま意ください。 


据付け•移動 


G 巧び丈夫で水平な巧に）1熱気•湿気の少ない巧に I 




♦調節巧前脚を回し、高さを調節し 
てください。 

ネドアび閉ま U やすいよラにあ6か 
じめ少し後ろに傾けてあリます。 



参じゆラたんや畳の上に据巧けると 
きは、下部を面に丈夫な板を敷い 
て < ださい。 

* 巧蔵庫底面の熱によ iJ、 床面び変 
色するおそれびあリます。 



•巧蔵庫の周囲のすさ間びかさい 
と巧えび悪< なります。 

参図のよラにすさ間を開けて<だ 
さい。 

参風通しの悪い場所などではなる 
ベ<すき間を開けて<ださい。 



参直射曰光び当たる巧やコン□の近 
くに置くと巧えにくくなり、電気 
けのムダになります。 

•湿気のをい巧や水のかかる巧に置 
<とサビや漏電などの原因になリ 
ます。 


〔漏電遮断器に ついて 



参水気のをい巧に据え付ける場含 
は アースの ほかに漏電遮断器を 
設置することび義務づけ6れて 
います。詳し<はお買上げの販売 
店にご柜談 < ださい。 


引越しのときは 

50 hz .. 60 hz 


G 万一の地震にそなえてつ 



参背面上部の運搬巧とつ手の巧に 
丈夫なベルトなどを通して壁や 
ほに固定してください。 


♦横積みは厳禁です。が障の原因に 
な IJ) ます。 

参50 / 60 Hz 共用ですか6周波数 
の切換えは必要あリまだん。 


ミ毎タトでの使用は絶巧にしない 
でください。 

参この;ち蔵庫は曰本国內向けで 
す。海タトでは電圧の区分び異な 
り、発煙•発义-爆発-感電の 
を検びぁ U ます。 

V_/ 


アース （保護ア-ス） について I 



♦万一漏電したとさの感電防止のた 
めに アース を取り付けてください。 

* アース端子なコン它ントを使ラと 
きは図のよラにアース端子とアー 
ス接続ネジをアース線で確実につ 
ないで < ださい。 

•々のよラな巧にはアース線を接続 
しないで < ださい。 

み水道管、ガス管、電話や避雷針の 
アース 

♦々のよラな巧に据えなける場含は、 
必ずアースを取リ付けてください。 

み±間や洗い場の床など水気のある巧 

みその他、水気や湿気のある戸斤 

みアースエ事はお買上げの販売店ま 
たは電気工事店にご巧頼ください。 
電気工事±び、 D 種接地工事（有 
料）をするよラ法律で定め6れて 
います。 

广 移動するときは 

1 ) 電源プラヴをコン亡ントか6巧 
き、 アース 線をはずします。 

2 ) 庫内の食品を取り出し、蒸発皿 
の水を捨てます。 



3) 図のよラに、調節巧前脚と運搬 
巧とつ手を持って運びます。 



♦少しの移動な6調節巧前脚を回し 
て床か6浮かだ、キたスターび床 
につ<よラにすれば容易に移動で 
さます。 
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上手なを品の入れ方 

使い夕さめにフラスチックの臭いがすることがあ IJ) ますが、庫内が;ちえて<れば消えます。 


据巧けをした6 


参庫内をふ< 参電源を入れる 

柔6かい巧でていねいにふさ 電源プラヴをコン它ントに差し 


ます。 


込かます。 




♦庫内が十巧に;ちえてか6 
食品を入れます。 


周囲ミ豆度び高い夏場などは 
負品び十巧に;ちえるまで約 
2 4時問ぐ6いかかること 
びあ U ますので、習日に;ちえ 
具さをお確かめ<ださい。 


貪品を入れるとき 


参熱いものは;ちまして！ つ 

庫內の温度びあびリ、電気巧の Q 
ムダになります。 

码 

参包んで！ > 

ラップすることで、乾燥や臭い移りをより防ぐこと 
びでさます。 

V_ ッ 


•洗って！ 

野菜などは洗った後、水を切リポリ袋などに包んで 
ください。 ぷを^ 

。％ぐみ 

V 

•ふいて！ 

容器には意タトにを < の細菌び付着しています。一度 
ふいてか6保をしてください。 ^ 

% 

J 


据巧けをした6 


参ぶ気□をふさびない！ 参すき間を開けて！ 


巧気の出入り□をふさぐと食 
品び;ちえに<< な u ます。 



詰め込か過ぎるとを気の循環び 
悪くなリ、巧えにくくなリます。 



•引き出し式ドアに袋など 
びはさまれないよラに 
入れて！ 

巧気の漏れを防ぎます。 

■-乂、\. 

A 




も 


乂 


ぶ厨庫に入れない方がよいもの 


•バナナ、メ□ン、パイナップルなど。召し上がる 
直前に巧やすことは差しつかえありまだん。 


ち蔵庫に入れる必要がないちの 


参玉ねぎ、カボチた、にんじん、い电類は;をやして 
保をする必要はあリません。 


ご使用前に 
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食品の保な場所と庫内温度 

貪品の種類によつて、ふさわしい保巧場巧をお選びください。 


C 


ぶ凍室 


巧凍食品やアイスクリームの 
保なにお使いください。 



フリーザー細 

巧凍食品の保をにお使い< だ 
さい。 

フ U - ジン ヴコーナー 

ホー ムフリー ジンヴにお使い 
ください。 

( チルド室 ) 

肉’魚などの生わの、チルド食品 
の保巧にお使いください。 



C 


ぶ蔵室 



調理済の食品やか物食品など 
の保巧にお使い < ださい。 



リーザー ポケット） 


アイスクリームや長期保ちす 
る食品は入れないで<ださい。 
ドアの開閉によ IJ 温度び高め 
になリます。 



バフリーポケット 


卵や軟か物、調巧料などの保を 
にお使いください。 



L (ホ’トルポケット（大 ）） 

牛乳パックや 1.5 リットルの 
ボトルも入ます。 

< 野菜室 ） 

野菜や果物の保巧にお使い 
ください。 



貪品によリチルド室に不向さなものもあリます。 

•アイスクリーム、氷、巧凍食品-- 

-> 

巧凍室へ 

♦牛乳、生卵など- 

- > 

巧蔵室へ 

•生野菜、くだ电の- 

V 

- > 

野菜室へ 

ノ 


r お臭装置について 


参;ち気の通路（タト部か6見えまだん）に脱臭装置を配置 

し、庫內のいやな臭いを取口除きます。 

参操作やお手入れ及び部品の交換はで要です。 

_ _ / 
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温度調即のしかた 

必要に応じて温度調節グィ1^ルを調節してぉ使ぃくださぃ。 


' ダ ィ ル 

位置 

庫巧温度 

使い方 ^ 

/で 

凍 

室 

ぷ凍室温度調節 
— 中 一. 

強 

「中」より2〜3で1さくなります。 

ホームフリージンヴするとさ 
电っと強く;ちやしたいとき 

巧 

; 


中 

約-18で 

ふだんはこの位置でお使いくだ 
さい。 

II 

「中」よリ2〜3で高くなリます。 

巧凍食品をお蔵しないとさ 
巧凍食品を短期間保をするとさ 

チ 

ル 

ド' 

室 

弱 

C 

チルド呈 

ま 

W き 

強 

「中」より1でおくなります。 

电っと強く;ちやしたいとき 
生电のを解凍するとさ 

中 

約-1〜2で 

ふだんはこの位置でお使いくだ 
さい。 

i 温度調節 

II 

「中」よリ2〜3で高くな口ます。 

巧え過ぎるとき 

/で 

蔵 

室 

L 

C 

中 

% 

)) 

強 

「中」より2〜3で1さくなります。 

もっと強く;ちやしたいとき 

中 

約3〜6で 

ふだんはこの位置でお使いくだ 
さい。 

弱 y 強 

ぶ商室温度調節 

II 

「中」よリ2〜3で高くなります。 

ちえ過ぎたリ凍結したリするとさ 


巧凍室の温度調節ダイわルを「弱」のままにしておさますと、巧蔵室やチルド室の巧えび弱 < なることびあリます。 
ご巧びすみました6「中」に戻して<ださい。巧凍室の温度調節は、巧蔵庫を体の庫內温度に景ミ響します。 

※表の庫內温度は、周囲温度30で、食品を入れずにドアを閉じ温度び安定したとさ、庫內のほぼ中央下寄りで測 
定した値です。なお、ドアの開閉、周囲温度、食品の量、入れ具含などにより変化します。 




食品凍結についてのお願い（チルド室、ち厨室） 


夕のよラなとさ、庫内の食品び凍結することびあります。 

1 ) 巧;ま室や巧蔵室の温度調節を「強」のままにしておいたとき 
一各温度調節ダイわルを「中」に戻してください。 

2) をなど、周囲の温度び5で UTF になったとさ 

一巧;ま室-;ち商室の温度調節を「弱」に含ねだますと、凍結しに<<なり 
ます。 

3) 豆腐など水巧のをい食品をクリーン棚の奥に入れたとき 

一温度びおくなっていますので、なるべく手前こ置くよラにしてください。 



ご使用前に 使い方 
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保証と アフターサービス ほか 

必ずお読み<ださい。 


/ 

な証書（別に添付してあリます） 

♦保証書はお買ホめの販売店か6お渡しいたします。 > 

♦販売店名、お買上げ年月曰などの記入をお確かめになり、保証書内容を 
よくお読かいただいて、大切に保なしてください。 

♦なお、食品の補償等、製品修理 U 外の責はご容赦ください。 

保証期間中の修理 

♦正常な状態でご使巧いただきなび6が障した場含は、お買上げの曰か6 

1年間（ただし、巧ま P 機械部品、巧ち P 器巧ファン及びファンモーターは 
已年間）無料修理いたします。 

♦なお、無料修理保証期間中でも保証書びあリまだんと、けをを請ホされ 
る場含びあリますので、大切に保をしておいてください。 

保証巧問経過をの修理 

♦保証期間経過後の修理については、販売店にご相談ください。 

当社は販売店か6の注文により補修巧性能部品を販売店に供給します。 

補修南性能部品のなち巧問 

♦電気を蔵庫の補修巧性能部品の保有期間は、製造む切後9年です。 
♦性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

ご賭客品などで購入店に修理巧頼 
がでまない場含 

♦お近 < の当社製品取扱い店か、を国サービスネットワークに記載されて 
いる当社ヴービス窓□へご柜談ください。 

廃棄時のご;'主意 

2001年4月施行の家電リヴイクルまでは、お客様び使巧済かの電気を蔵庫を廃棄される場合に収集•運搬料 
金と再商品化の料金をお支化いいたださ、巧象品を販売店や市町村に適正に引さ渡すことびホめ6れています。 

修理を巧頼されるとま 
( お巧6だいただ言たい内容） 

♦お名 .ER-F34G / ER-337Y 

♦が障が態 . できるだけ詳しく 

参お買上げ年月曰……保証書に書いてあります 
♦お名前 参ご住所 ♦電話番号 

♦訪問希望曰 . ご都合の悪い曰电 

♦道順 . 付近の目 EP も 


仕様 136、 


この製品の仕様は W 下のとおりです 


'お名 

ER-F34G/ER-337Y 

種類 

巧凍;ち蔵庫 

全定格內容積 

33已し 

巧凍室（フリーザー) 

82 L 

巧蔵室 

167 L 

野菜室 

86 L 

高さ 

1725 mm 

タトお寸法 幅 

563 mm 

奥行 

670 mm 

定格電圧 

100 V 

定格周波数 

50/60 Hz 共巧 

電動機の走格消費電力巧 0/60HZ) 

95 / 95 W 

電熱装置の離消費電力(加/ 60Hz) 

90 / 90 W 

年間消費電力量 

を蔵室內に表示してあります 

質量 

64怯 

電源コード（有効長さ） 

2m 

巧凍室（フリーザー)の記号 

な**#](フォースター） 


※たえず製品の改良を行なつておりますので、一部仕様の変 
ねることびあ1:)ます。 


付属品 

数 

、公 

/V 

凍 

室 

製氷皿 

3 

貝宁氷箱 

1 

フリーザー棚 

1 

フリーザーポケット 

2 

、公 

/V 

亩 

室 

クリーン棚 

2 

スリーアクション棚 

1 

卵ケース 

1 

フリーポケット 

2 

ボトルポケット（大） 

1 

ボトルポケット（か） 

1 

野 

菜 

室 

野菜ケース 

1 

ボトルサポーター 

1 

果物ケース 

1 

そ 

の 

ィ也 

蒸発皿 

1 


18 














































DDDDDDDDDDDDD 


r 測を方法 

B 法 （JS C 9607 試験方法） 

JIS C 9801 ^ 

電気;を蔵庫区巧 

ちま;を蔵庫 

ぷ凍庫 

ぷまち蔵庫 

ちま庫 

ぷま室性能 

スリースター-フオースター機種 

スリースター.フォースター機種 

温度測定 

ホ凍室 

-18 °CLU 下 

-18 で iU 下 

-18 °CiU 下 

-18でしソ下 

ホ蔵室 

已でじ(下 

- 

己でじ(下 

- 

扉開閉 

を凍室 

なし 

8回/曰 

8回/曰 

を蔵室 

なし 

2己回/日 

- 

周囲温度 

2己で 

2己て： 

巧巧湿度 

45-85% 

70± 巳％ 

負荷を件 

有負荷（模擬負荷） 

無負荷 

消費電力量の表示 

月間消費電力量 （ kWh / 月） 

W ? 日 X 365 曰/に力月 

年間消費電力量 （ kWh / 年） 

W 25 X 365 日/年 ノ 
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